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府立成城高等学校　定時制の課程
准校長　松井　くみ子

令和７年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	個に応じた「確かな学力」の定着と、「豊かな心」をはぐくみ、将来を「生き抜く力」を身に付けさせることによって、地域社会や保護者から信頼される学校をめざす。
１　地域社会や生徒の実情を踏まえ総合学科のメリットを生かし特色ある教育活動を展開し、社会生活を営む上で必要な基礎的・基本的な学力の定着を図る。
２　他人を思いやる心や自然や美への感性など「豊かな心」をはぐくみ、規範意識と自律心を身に付けた生徒を育てる。
３　教職員が一丸となって『学校力』を高めあい、生徒に「生き抜く力」を身に付けさせる。



２　中期的目標
	１　確かな学力の定着と学びの深化と魅力ある授業の実践
(１)　生徒一人ひとりの学力を把握し、総合学科のメリットを生かした特色ある教育活動を通じ、学力「基礎基本的な知識・技能、学ぼうとする意欲、
学び続ける姿勢、他者との望ましいコミュニケーション力」の定着を図る。
ア　生徒の興味・関心を高める教科・科目の設定を行い、生徒の「学ぼうとする意欲」を高め、基礎的・基本的な知識・技能・教養を定着させる。
イ　生徒支援の視点から、知識、意欲、適性、学習歴等の個別データ等を教職員全員が共有することで、きめ細かな個別の指導を行うとともに、学校教育活動全般を通じ、生徒の「学び続ける姿勢、他者との望ましいコミュニケーション力」を定着させる。
ウ　学習指導要領の確実な実施と教科等横断的な視点から生徒の実態に即した組織的な授業力の向上と教員相互授業研究を図る。
(２)　生き生きとした活力ある学校組織と魅力ある授業をめざして
ア　教員としての力量を高めるため、また活力ある学校組織の推進のための学校運営を行うとともに効果的な教職員研修を実施し、あわせて校務におけるICT機器を活用した教員の働き方改革についても推進する。
イ　魅力ある授業を実現するため、学習形態の工夫を行い、ICT機器の活用と「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業の取組みについて推進する。
· 研究授業や授業研究期間等の様々な取組みを通して令和９年度には、「先生の授業はわかりやすく楽しいと思う（授業満足度）」85%以上(Ｒ４　81％、Ｒ５　93％、Ｒ６　97％)をめざす。
２　「豊かな心」と規範意識を身に付けた生徒を育てる
(１)　規律・規範のある学校環境をつくり、様々な活動を通して、豊かな心と自律心をはぐくむ取組みを推進する。
ア　生徒の自主性を育てる取組みを実践するとともに、地域社会への奉仕活動を行い、地域社会から信頼される学校をめざす。
イ　多様な学校行事や系統的な教育プログラムによる体験活動を通じ、互いに他者を大事にできる生徒の集団づくりを行う。
· 生徒・保護者の「成城高校に入ってよかったと思う（学校満足度）」令和９年度まで90%以上(生徒Ｒ４　92％、Ｒ５　93％、Ｒ６　97％・保護者Ｒ４　97％、Ｒ５　100％、Ｒ６　97％)を維持する。
ウ　規律・規範のある学校環境をつくり、社会ルールを順守する姿勢を育成するための生活指導をすすめ、生徒の自律心をはぐくむ。
　　　 (２)　キャリア教育、人権教育の推進
ア　入学時から卒業までを見通した進路指導計画に基づき学年と連携しながら、卒業時の就労希望者・進学希望者の進路決定率100%(Ｒ４　94％、Ｒ５　100％、Ｒ６　89％)をめざす。
イ　「社会の一員としての自主性・自立性」を育成する生徒のキャリア教育、就労や進学に向けた取り組みを充実させる。
ウ　人権教育推進計画に基づき、互いを認め合える人権教育の実施といじめ・差別・偏見を許さない態度を育てる。
３　生徒支援を軸にした学校づくり
(１)　生徒支援
ア　生徒支援委員会を中心に学年団や各分掌との連携をはかり、組織的・計画的に個々の生徒に応じた支援や学習保障を実践する。
イ　学級や部活動における担任・顧問による教育相談をはじめ、外部人材であるスクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの積極的な活用やNPOとの連携を推進し、生徒の「居場所づくり」をすすめ、教育相談活動と生徒支援の取組みの充実をはかるとともに、自尊感情をはぐくむ教育活動を推進する。
ウ　職員全体の指導力を向上し生徒が信頼し相談しやすい安心できる学校づくりを推進するため、校内生徒指導体制の充実を図るとともに、支援教育や人権教育等に関する教職員研修等への取組みを推進する。
· 令和９年度まで「悩みやいじめ等を相談し親身になって応じてくれる先生がいる」生徒肯定率90%以上(Ｒ４　72％、Ｒ５　95％、Ｒ６　92％)をめざす。
エ　上記の実践を通じて、中途退学や不登校の減少に取り組む。
※　令和９年度には中退率10%以下(Ｒ４　８％、Ｒ５　10％、Ｒ６　２％)、新入生の登校率80%以上(Ｒ４　81％、Ｒ５　87％、Ｒ６　90％)を維持する。
　　　　(２)　安全・安心な学校づくり
ア　定時制の現状に即した防災教育の実践および、生徒の安全に配慮した学校施設の点検や改善を図る。
イ　健康教育・安全教育等を実施し、適切に対応できる体制環境整備を実施する。
　　　　(３)　学校教育活動の情報発信
　　　　 ア　保護者や近隣中学校、地域社会に向けて、WebページやSNS等での積極的な情報発信や広報活動を充実させる。
　　　　 イ　新たなセキュリティポリシーと個人情報の適正な管理とルール作成及び徹底



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和７年12月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	学校教育自己診断結果（令和７年度と令和６年度の比較）　　　　（％）
	アンケート項目
	令和７年度
	令和６年度

	
	生徒
	保護者
	教員
	生徒
	保護者
	教員

	①
	入学について満足
	94.7 
	100.0 
	100.0 
	97.4 
	97.3 
	―

	②
	学校が楽しい／教育方針／
教職員会話
	89.5 
	97.0 
	60.0 
	―
	89.2 
	75.0 

	③
	授業がわかりやすい
	89.5 
	100.0 
	93.3 
	97.4 
	100.0 
	100.0 

	④
	教科科目の工夫
	89.5 
	97.0 
	93.3 
	92.3 
	―
	―

	⑤
	努力を認める
	86.5 
	100.0 
	100.0 
	―
	―
	―

	⑥
	生徒理解
	89.5 
	100.0 
	100.0 
	―
	91.9 
	―

	⑦
	生徒指導
	89.5 
	100.0 
	93.3 
	89.7 
	―
	75.0 

	⑧
	進路指導
	84.2 
	100.0 
	86.7 
	89.7 
	94.4 
	87.5 

	⑨
	命の大切さ、社会のルール
	97.4 
	97.0 
	100.0 
	94.9 
	―
	―

	⑩
	災害対応
	92.1 
	100.0 
	100.0 
	100.0 
	―
	―

	⑪
	施設設備
	94.6 
	96.9 
	100.0 
	―
	―
	―

	⑫
	行事
	97.4 
	84.8 
	100.0 
	92.3 
	83.3 
	87.5 

	⑬
	１人１台端末の活用
	86.8 
	97.0 
	93.3 
	94.9 
	―
	―

	⑭
	相談支援
	92.1 
	100.0 
	100.0 
	92.3 
	―
	87.5 

	⑮
	情報連絡
	94.7 
	96.9 
	100.0 
	―
	94.6 
	―

	⑯
	校長の話・方針
	68.4 
	93.9 
	100.0 
	―
	―
	―

	⑰
	HR等の教育活動
	86.8 
	100.0 
	100.0 
	92.3 
	―
	93.8 

	⑱
	人権学習
	86.8 
	97.0 
	93.3 
	89.7 
	―
	―

	⑲
	教員の指導力
	94.4 
	100.0 
	100.0 
	―
	―
	87.5 

	⑳
	安心の場
	86.8 
	97.0 
	100.0 
	―
	―
	―

	　
	全体の肯定度
	89.6 
	97.7 
	95.7 
	93.6 
	94.6 
	84.4 



分析
○昨年度はそれぞれの肯定率が高く、今年度はさらに細かな視点で肯定率を高めていくため、質問項目を付加し実施した。また、生徒・保護者・教員の三者が類似する質問項目を揃え、比較し、分析を行なった。
　
・全体の肯定率では三者の中でも保護者の肯定率が高い。その理由としては、担任を中心に保護者への電話連絡や懇談等の対応が丁寧に行われていることが挙げられる。また今年度からPTA活動を盛んにし、教員とのコミュニケーションが高まり、学校の情報が伝わりやすくなり、学校への理解が深まったことも考えられる。
・生徒の質問項目では、特に「校長先生の話は興味深くわかりやすい」について肯定率が低いため、生徒のニーズに合った話の内容を考慮する必要がある。
・教員の質問項目では、特に「学校では、教育活動について教職員で日常的に話し合っている」が昨年よりも低くなっている。教職員研修で学校運営や組織運営について話合う機会を設けた。その結果、職員室のレイアウトを変更し、コミュニケーションを図りやすいよう改善する、校務分掌や委員会などの組織変更、複数担任制などで円滑な組織運営に向けて検討を行っている。

	＜第１回＞（６/23）
○入学者数の低迷について
・方針を立てたほうがいいのではないか。定時制高校だからこそできることをどうやって伝えていくかを考える必要がある。学校満足度が高い水準であることや、遅刻欠席が減ってきていることを踏まえて発信。
・中学校では、自尊感情についての項目を入れている。前任校では他のシートで自尊感情について細かく聞いていた。
・クラブ活動が活発であるところやバイク登校が可能等の学校のいいところを項目に入れることで、宣伝に繋がるのではないか。
〇授業研究期間事前アンケート結果と分析について（報告）
・自由記述により、教員がどのようなことを考えているかが分かり、素晴らしいと思った。
〇生活指導について（報告）
・年々大人しくまじめな生徒が増えている。６月欠席者数が去年より50以上増えている。特定の生徒の欠席が要因。遅刻も増えているが、連絡率が上がっている。
・長期休業前に保護者、生徒向けに来年からの自転車交通違反の青切符について説明、指導していく。　
・数字だけ見ると教員が色々考えてやっていることが見えず、もったいなく思う。個人情報のため、出せる範囲で説明。
○本校の現状
・いじめについて：5/9いじめアンケート実施。該当者１名。いじめ防止対策委員会を開催し、本人に聞き取りをしたところ、対教員について気になる点があったとのことを含め対応した。
・いじめの相談１件。いじめ防止対策委員会を都度実施し、対応。本人の気持ちを尊重し、仲直りをして解決。いじめの結果より、初動やその後関わっていくことが重要だと思う。→認知してからすぐに動き、都度委員会を開いて対応していった。
・行事：5/23万博校外学習、6/13体育祭、4/24進路講習会（１年）、4/25交通安全講習会（１年）、5/8救命講習会、5/29進路講習会（３年、４年）、6/19生徒人権教育、6/20情報モラル講習会
・部活動：陸上部　全国大会出場決定
・居場所カフェ（みなカフェ）：学年を超えての交流があり、新しいコミュニティができつつある。１年間で定着を目標にしていたが、常時７～８名は全体の人数から考えると高い割合である。教員が来てくれるのは嬉しいことなので、遠慮せずに来てほしい。
居場所カフェが養護教諭やSC、SSWとも連携していけるといいのではないか。色々な支援があり、それぞれに合う場所が見つかればいいと思う。
〇広報について：来年度の入学生は20名を目標に。発信は校長が出向いて学校紹介をする。中学校教員に、定時制高校を知ってもらう。保護者の口コミの影響は大きいため、不登校親の会や発達障がい親の会、フリースクールに発信する。教育支援センターとつながりを持つ。保護者は昔の定時制高校のイメージが残っているため、保護者に今の状況を知ってもらう。
＜第２回＞(11/５)
〇広報について
・前回の協議会での意見も踏まえて大きく動いていることが素晴らしいと感じる。
・不登校傾向の生徒の中には、私立通信制に進路を決めてしまう生徒も多いため、学校説明会はもう少し早いほうがよいのではないか。 
・保護者として、周囲の人に「成城高校定時制は全員が保健室の先生」みたいだということを口コミで伝えている。もっと多くの保護者・生徒にこの学校の魅力が伝わってほしい。
・部活動の参加率も定時制としては高いと思われるが、何か理由はあるのか。（兼部ができる気軽さもあり、初心者でも友人関係をきっかけに入部している。部活動が学年を超えた友人作りの場になっている。） 
・修学旅行に参加する生徒が少しでも増えるように、修学旅行に対する不安を解消できるような支援・声掛けをしていただくことも大事ではないか。
〇第１回授業アンケートの結果について
・全体的な比較では、項目が変わった部分以外はほぼ変化がなく、高い水準が維持されている。
〇学校教育自己診断票について
・多くの新規項目があり、とても挑戦的だと感じる。 
〇本校の現状 
・授業中にスマートフォンを触る生徒は皆無。真面目に授業を受けている。
・文化祭を２日間実施、飲食の模擬店４つということに他校の定時制から驚かれる。
・学校生活に前向きな生徒が多い。 
・欠席遅刻の状況について 、進路決定の状況について 、令和８年度使用教科書採択について報告
・Minaカフェは生徒の約４分の１が参加しており、学年を超えた交流が生まれている。 
・令和７年度定時制通信制生徒秋季発表大会では、７作品を出品し、２名が受賞した。 
＜第３回＞（２/９）
○令和７年度学校経営計画の評価について　
 ・生徒秋季発表大会への出品時の個人情報の同意とは？→作品発表では、個人情報である学校名や名前を掲示するため、本人と保護者から同意を得る必要があるということ。
 ・定時制のことを詳しく知らない保護者も多いため、私立の通信制に流れることが多い。区役所や福祉に定時制を 知ってもらうことは大切である。
○令和８年度学校経営計画（案）について
・情報共有会議に８年度はSC、SSＷも参加してもらえるようにしてほしい。→報告だけでなく、ケース会議にしたい。 
・中期的目標に、コミュニケーションの育成があるところに特色が出ている。
 ・学校独自の学校説明会に、是非カフェを入れてほしい。→今年度も入れた。あえてカフェのある日に設定している。 
○令和７年度第２回授業アンケートについて
 ・人数が少ないから良い評価になっているというより、本当に良いから良い評価だと思う。 
○令和７年度学校教育自己診断について
・保護者からの評価が高い。




３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標[Ｒ６年度値]
	自己評価

	１　

確
か
な
学
力
の
定
着
と
学
び
の
深
化
と
魅
力
あ
る
授
業
の
実
践
	(１)個に応じた学力の定着
ア　基本科目の検証、改善、出席率の向上








イ　興味関心を持たせる授業










(２)生徒のやる気を高め、魅力ある授業づくりの推進
ア　教員力の向上






イ　教員の働き方改革












ウ　「主体的・対話的で深い学び」の授業の推進とICT機器、１人１台端末の活用
	（１）

ア　学力診断テストを実施、生徒個々に対する指導と授業の改善をはかる。








イ　基礎的・基本的な知識・教養の習得のため、教材を工夫し学ぶ意欲の向上をはかる。また「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」等の授業を推進し、する。








（２）


ア　組織的・継続的な研修を実施するとともに教員力の向上をはかる。





イ　ゆとり月間を推進し、時間外勤務時間の減少を図りストレス軽減につなげる。











ウ　「主体的・対話的で深い学び」の実現にむけ、１人１台端末をどの授業でも活用しICT機器を活用した授業力の向上を図る。
	（１）

ア・学校教育自己診断「授業の教科科目は工夫されており自分の学びたいものがある」生徒の肯定率90%以上維持［92.3%］
　
・全年次の出席率の向上［93.0%］





イ・学校教育自己診断「「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」の授業内容は自分にとってためになっている」生徒肯定率90%以上維持［92.3%］
　
・振り返りシートの全員提出及び活用し、授業アンケートの平均値を１回目よりも２回目を向上させる［3.70→3.64］

・図書館を開館し、また図書館活用を促進し、読書に興味関心を持たせる［２期間］
（２）


ア・他校の定時制や本校全日制の授業見学や外部研修を推奨する［新規］
・授業改善に関する職員研修や情報共有
年１回[新規]
・校内独自の経験年数の少ない教員向け研究授業や研修　年４回以上実施［新規］
イ・ノークラブデー・定時退庁日の促進や計画的有給休暇・振替休暇の取得により、年間平均累計時間外勤務110時間以内［130時間］

・学校教育自己診断「学校では、教育活動について教職員で日常的に話し合っている。」教員の肯定率80%以上［75.0%］





ウ・教員間の相互授業評価を行い、授業研究期間の実施継続２回[２回]
・学校教育自己診断「コンピュータ、タブレット（１人１台端末）などを使った授業はわかりやすいと思う」ICTを活用した授業の生徒肯定率85%以上維持［94.9%］
　・ICT委員会を中心に新ネットワーク環境での効率的な運用や活用を提案する[新規]
・ICT機器や１人１台端末を活用した授業の展開や生徒の活用等、授業で端末を利用している教員数が全体の70％以上[新規]
	

ア・学校教育自己診断「授業の教科科目は工夫されており自分の学びたいものがある」生徒の肯定率は89.5%であった。今後も維持できるようにする。（○）
　・全年次の出席率は87.5%であった。事情により、特定の長期欠席者がいたため、そのような結果となった。今後も中退防止コーディネーターやSSWをさらに活用し、改善していきたい。（△）

イ・学校教育自己診断「「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」の授業内容は自分にとってためになっている」生徒肯定率86.8%と前年度を下回ったものの、担任の教材の工夫で高い水準を維持できた。（〇）
　・授業アンケートの結果は［3.68→3.75］で２回目は向上した。振り返りシート等で教員が改善の意識をもって取り組んでいる。（〇）

・図書館を２期間開館できた。（○）


（２）


ア・他校の定時制の授業見学を１回実施できた。（○）
・授業改善のための情報共有を年２回実施できた。（◎）
・校内独自の経験年数の少ない教員向け研究授業や研修は年５回実施した。（〇）
　
イ・年間平均累計時間外勤務が153時間であった。休日の部活動付き添いの教員や管理職の時間外労働が多い傾向にある。今後は声かけを行い、縮減に努める。(△）
　
・学校教育自己診断「学校では、教育活動について教職員で日常的に話し合っている。」教員の肯定率60%で達成できなかった。学校運営・組織についての教職員研修を行い、職員室のレイアウト変更や担任複数制、分掌や委員会の組織変更により、組織的なチーム学校となるよう改善する予定。（△）

ウ・授業研究期間を２回実施でき、教員間の相互授業評価を行った。（○）
・学校教育自己診断「コンピュータ、タブレット（１人１台端末）などを使った授業はわかりやすいと思う」ICTを活用した授業の生徒肯定率86.8%で達成できた。（○）

・ICT委員会を中心に生成AIの研修を実施できた。（○）

・授業で端末を利用している教員数が全体の93.3％で達成した（◎）
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	（１）規律・規範のある学校生活の充実
ア　生徒会活動の充　実




イ　特別活動の充実







ウ　規律ある生活指導の充実






 (２)キャリア教育、人権教育の推進
ア　進路指導体制の充実





イ　キャリア教育の取組み


ウ　互いを認め合える人権教育
	（１）

ア　生徒会中心で学校行事を企画し、生徒参加の地域清掃やあいさつ週間や地域行事への参加を実施する。



イ　豊かな心をはぐくみ、学校生活を充実したものにするため、部活動体験入部などの取組みを実施。





ウ　「成城スタンダード」を基に、規律ある生活指導を推進し、生徒の自律心を高める。授業規律と学習の雰囲気を維持する。





（２）

ア　体系的な進路指導計画と学年毎にキャリア教育HR等の実施。就労について生徒の意識向上と勤労観をはぐくむ。




イ　「社会の一員としての自立」をめざし、進路対策、就職試験対策の実施。


ウ　良好な人間関係や集団づくりのため、生徒人権研修と人権HRの実施。
	（１）

ア・学校教育自己診断「文化祭・体育祭は、楽しく行われている」生徒肯定率90％以上維持［92.3％］
　・地域清掃・あいさつ運動・地域行事への積極的な参加や協働を行う［地域清掃・あいさつ運動・地域行事］
イ・生徒会規約を策定し、部活動入部率75％以上継続[80.0％]
　・生徒秋季発表大会に作品参加及び発表する［12作品］［新規］




ウ・学校教育自己診断「学校生活について、学校の指導は納得できる」生徒肯定率85%以上維持［89.7%］

・SNSトラブル防止の生徒向け講習会年１回実施[１回][新規]


（２）

ア・学校教育自己診断「将来の進路や生き方について考える機会がある」生徒肯定率85％以上維持[89.7％]
　
・進路未決定０人の実現［未決定０人］


イ・キャリア教育として地域企業や外部人材による生徒向け講習会実施［年２回］
・資格検定受検者の増加［２人］
ウ・学校教育自己診断「学校の人権学習の授業は、よかったと思う」生徒肯定率85％以上維持［89.7％］
　・人権委員会による生徒向け人権講習会実施、年１回[新規]
　
・差別事象０件［０件］
	（１）

ア・学校教育自己診断「文化祭・体育祭は、楽しく行われている」生徒肯定率97.4％で達成でき、いきいき取り組んでいる姿が見られた。（◎）
・地域清掃・あいさつ運動・地域行事を今年度も実施でき、地域行事では地域の方との関わりも体験できた。（○）
イ・生徒会規約を策定し、部活動入部率75％で継続できた。年次を超えた関わりができた。（〇）
　・生徒秋季発表大会に７作品を出品した。作品は他にもあったが、個人情報の同意を得た上で出品するため、その手続が間に合わず達成できなかった。しかし、出品した作品の中で２作品は入賞することができた。今後はそのような手続きの点を改善していきたい。（△）
ウ・学校教育自己診断「学校生活について、学校の指導は納得できる」生徒肯定率89.5%で達成できた。教員との関係性が良いことが挙げられる。（○）
・SNSトラブル防止の生徒向け講習会は１回実施できた。教員の丁寧な説明と教材で実施できた。（○）

（２）

ア・学校教育自己診断「将来の進路や生き方について考える機会がある」生徒肯定率は84.2％で前年度を下回ったが、教材の工夫で高い値を維持できた。（〇）
　・未決定３人で達成できなかった。より早期の進路指導の展開が必要であると考えられるため、上記のような取組みを行う。（△）
イ・キャリア教育として地域企業や外部人材による生徒向け講習会は２回実施できた。（○）

・資格検定受検者は２名受検で達成した。（〇）
ウ・学校教育自己診断「学校の人権学習の授業は、よかったと思う」生徒肯定率86.8％で達成できた。（○）
　・人権委員会による生徒向け人権講習会を２回実施できた。特に１回はコミュニケ―ション学習を行い、その理解が深まった。（◎）
　・差別事象０件で達成できた。（◎）
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	（１）生徒支援
ア　個別の生徒支援の取組み






イ　生徒との会話力を高め、信頼と安心の学校づくりに取り組む


ウ　不登校及び退学者の減少











（２）安全安心な学校づくり
ア　防災・安全教育




イ　薬物乱用防止の継続開催



（３）情報発信
ア　学校Webページの充実と情報発信










イ　個人情報の適切な管理
	（１）
ア　生徒支援委員会を中心に本校独自の生徒支援カードやSC・SSWを活用した効果的な教育相談と支援の取組み。





イ　生徒が信頼し安心できる学校づくりと職場におけるハラスメントの防止を推進。




ウ　長期欠席生徒への対応と生徒の相談体制を充実させる。新入生登校率の向上。











（２）

ア　「生命を守る」防災・安全ＨＲの実施。




イ　学校薬剤師と協力し、薬物乱用防止教室を実施



（３）
ア　ホームページの充実を図り、情報発信を推進。










イ　セキュリティポリシーの確認と「個人情報を取り扱う責任」を自覚し、個人情報管理のルール徹底を図る。
	（１）
ア・学校教育自己診断「学校では、生徒支援のための取り組みを行っている」教員肯定率85％以上維持［87.5%］
・登校時出席チェック・登校時挨拶を毎日実施

・外部機関と連携し生徒支援を行う

イ・学校教育自己診断「悩みやいじめ等を相談し親身になって応じてくれる先生がいる」生徒肯定率90％以上維持［92.3%］
　・教職員ハラスメント研修年１回[新規]


ウ・生徒状況を把握し全教職員での情報共有のための情報共有シートを活用・継続する。
・三者懇談期間の設定、年２回［新規］
・生徒情報共有会を年２回実施する。［２回］


・NPOと連携し居場所カフェの開催を継続する。［28回］

・中退率10%未満［2.3%］

（２）

ア・学校教育自己診断「学校で、事件・地震や火災がおこった場合、どう行動したら良いか知らされている」生徒肯定率95%以上維持［100%］

イ・保健係等による薬物乱用防止の生徒向け講習会の実施継続、年１回［１回］
　・外部人材である保健室サポーターの継続［新規］

（３）
ア・学習支援クラウドサービスによる保護者向けの学校情報の配信を毎月１回以上実施し、学校からの情報発信とする。［15回］
　・学校WebページやSNSの更新150回［163回］






イ・個人情報漏洩の事象０件を実現［０件］
　
・ICT委員会による新統合ICT環境に関する研修年２回［新規］
	（１）
ア・学校教育自己診断「学校では、生徒支援のための取り組みを行っている」教員肯定率100％で達成できた。（◎）
・登校時出席チェック・登校時挨拶を毎日実施できた。この取組みで生徒の状況把握につながった。（○）
・子ども家庭センターやハローワークと連携し生徒支援を行なった。（○）
イ・学校教育自己診断「悩みやいじめ等を相談し親身になって応じてくれる先生がいる」生徒肯定率92.1％で達成できた。（○）
　・教職員ハラスメント研修は０回で達成できなかったが、准校長よりハラスメントについての周知は行った。（〇）
ウ・情報共有シートを活用・継続できた。SCやSSWの専門人材にも活用できた。（○）
　
・三者懇談を２回実施できた。（○）
・生徒情報共有会を支援委員会主催のものだけではなく、夏休み明けからタイムリーに情報共有できるよう週１回実施し、28回実施できた。（◎）
・NPOと連携し居場所カフェの開催を25回実施できた。（〇）

・中退率は2.3％で達成した。（〇）

（２）

ア・学校教育自己診断「学校で、事件・地震や火災がおこった場合、どう行動したら良いか知らされている」生徒肯定率92.1%で達成できなかったため、１月の生徒集会で地震の場合の行動について周知した。（○）
イ・保健係等による薬物乱用防止の生徒向け講習会の実施継続、年１回実施できた。（○）
　・外部人材である保健室サポーターを活用できた。（○）

（３）
ア・学習支援クラウドサービスによる保護者向けの学校情報の配信を50回実施した。（◎）
　

・学校WebページやSNSの更新は60回実施で達成していない。しかし、本校の保護者ニーズや中学校生徒及び保護者ニーズを捉え、方針転換を行い、学校Webページに一本化した。また、広報活動も方針を切り替え、中学校や福祉関係への訪問による広報活動を35か所行い、学校説明会の参加者は昨年より20名増加した。（◎）
イ・個人情報漏洩の事象は０件で達成できた。（〇）
　・ICT委員会による新統合ICT環境に関する研修
は個々に委員長が対応したため、実施していないが、生成AIの研修を１回実施できた。（〇）



